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1.1 イベントナビゲータ 概要 
イベントナビゲータは、条件によって複雑に分岐する申請書などの画面へのアプローチを、ウィザード形

式で導く画面を作成するメニューです。 

下記の例は、会社内の社宅規定にもとづき、適切な申請を導くサンプルです。表示される質問に、答えて

ゆくだけで、最適な申請書にたどりつけるようになります。 

 

 

<イベントナビゲータの概要> 
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1.2 イベントナビゲータの作成 

1.2.1 イベントフローの新規登録 
イベントナビゲータを作成するにあたり、まずタイトルやアクセス権の設定情報などの登録を行います。

これらの情報をイベントフローと呼んでいます。 

 タイトル、回答、リンクに対してアクセス権が設定できますが、アクセス権を設定しなかった項目は、すべての一般ユ

ーザに表示されます。 

1 ［イベントナビゲータ管理］の［イベントナビゲータ一覧］をクリックします。 

［イベントナビゲータ作成］画面が表示されます。 

 

<［イベントナビゲータ作成］画面> 

2 新たにイベントナビゲータを作成するには、［新規登録］をクリックします。 

［イベントフロー登録］画面が表示されます。 

 

<新規登録を選択し、イベントナビゲータを作成する> 
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タイトル 作成するイベントナビゲータのタイトルを入力します。 

ロケール 多言語に対応してます。多言語運用の場合はこのロケールを切り替えて、その

言語毎に内容（タイトル、コメント）を記述します。 

コメント このイベントナビゲータに関する説明を入力します。 

3  ［ロール］、［組織］、［役職］、［パブリックグループ］などのタブを選択して、アクセス権を設定します。 

作成しているイベントナビゲータが利用できるアクセス権を設定します。 

 

<アクセス権を設定する> 

 

［ロール］タブ このイベントナビゲータに設定するアクセス権限としてのロールを選択入力しま

す。ロールの設定は、開始日と終了日も入力します。［追加］ボタンをクリックす

ると次のようなウインドウが表示されて登録済みのロールが選択できます。こ

のウインドウ上では、各ロールのコードを表示することもできます。 
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［組織］タブ このイベントナビゲータに設定するアクセス権限としての組織を選択入力しま

す。［追加］ボタンをクリックすると次のようなウインドウが表示されて組織が選

択できます。なお、組織の表示方法には、一覧とツリーが用意されています。こ

のウインドウ上では、会社や組織のコードを表示することもできます。 

 
［役職］タブ このイベントナビゲータに設定するアクセス権限としての役職を選択入力しま

す。［追加］ボタンをクリックすると次のようなウインドウが表示されて役職が選

択できます。このウインドウ上では、会社や役職のコードを表示することもでき

ます。 

 
［パブリックグループ］タブ このイベントナビゲータに設定するアクセス権限としてのパブリックグループを

選択入力します。［追加］ボタンをクリックすると次のようなウインドウが表示さ

れてパブリックグループが選択できます。なお、パブリックグループの表示方法

には、一覧とツリーが用意されています。このウインドウ上では、パブリックグ

ループのコードを表示することもできます。 

 
［追加］ 選択しているタブに関するアクセス権を追加することができます。 

［選択項目を削除］ 現在選択しているアクセス権を削除することができます。 

［コードを表示］ 表示されているアクセス権一覧にコードの列を表示させます。 
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4 アクセス権を登録したら、［登録］ボタンをクリックします。 

イベントフローが登録され、いったん［イベントナビゲータ作成］画面に戻ります。 

 

<イベントナビゲータを登録する> 

［登録］ボタン 入力したイベントナビゲータを登録します。 
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1.2.2 イベントナビゲータを編集する 
作成したイベントフローに対して、イベントナビゲータを作成します。 

1 ［イベントナビゲータ作成］画面で、作成したイベントナビゲータのタイトルをクリックします。 

 

<［イベントナビゲータ作成］画面> 

新規登録 新規にイベントナビゲータを作成します。 

インポート・エクスポート 作成したイベントナビゲータの情報をインポートまたはエクスポートします。詳

細は、「1.3 インポートとエクスポート」を参照してください。 

表示順変更 ［表示順設定］画面が表示され、イベントナビゲータの表示順を編集することが

できます。 

タイトル（検索） 登録されているイベントナビゲータをタイトル名の部分一致で検索します。 

削除 このイベントナビゲータを削除します。 

編集 このイベントナビゲータの［イベントフロー編集］画面が表示され、タイトルやア

クセス権を編集することができます。 

コピー このイベントナビゲータのコピーを作成します。 

タイトル イベントナビゲータの編集画面が表示され、編集することができます。 

表示 イベントナビゲータは、作成しただけでは一般ユーザに公開されません。すべ

ての編集が終了してから、このボタンをクリックして、「公開中」が表示されるよ

うにします。 
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2 ＜未設定＞という質問を編集します。クリックして表示されたメニューから［編集］を選択します。 

 

<最初の質問を編集する> 

3 質問の内容を入力したら、［登録］ボタンをクリックします。 

 

<質問の内容を編集する> 

ロケール 多言語に対応してます。多言語運用の場合はこのロケールを切り替えて、その

言語毎に内容（質問内容、コメント）を記述します。 

質問内容 質問の内容を登録します。 

コメント この質問に関する説明を入力します。 

［登録］ボタン この質問を登録します。 
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4 編集した質問の回答を登録します。質問のタイトルをクリックして表示されたメニューから［回答を追加］を選

択します。 

 

<最初の質問の回答を追加する> 

 イベントナビゲータの編集画面には、［保存］というボタンが用意されています。この［保存］ボタンをクリックすること

で、作成途中であっても、一時保存することができます。 

 フローが作成途中（未完成）の場合は、一般ユーザに公開することはできません。 

 

5 回答の編集を行います。回答の入力と同時に、回答後の処理を決めます。すべて入力後に、［登録］ボタン

をクリックします。 

 

<回答を編集する> 

 回答には、アクセス権を設定することができます。 
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ロケール 多言語に対応してます。多言語運用の場合はこのロケールを切り替えて、その

言語毎に内容（質問内容、コメント）を記述します。 

質問内容 質問の内容が表示されています。 

回答 質問に対する選択肢として、回答を入力します。 

コメント この質問に関する説明を入力します。 

遷移先 回答後の遷移先を「質問」と「結果」から選択します。 

 質問 回答後に、次の質問に遷移します。 

 結果 回答後に、結果となるページに遷移します。 

［登録］ボタン この質問を登録します。 

1.2.3 遷移先が［質問］の場合 
遷移先として、［質問］を選択すると、次の質問が配置されます。前述のように操作を繰り返します。 

 

<遷移先が作成された> 
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1.2.4 遷移先が［結果］の場合 
遷移先として、［質問］を選択すると、下図のように回答の配下に次の質問が配置されます。 

 

<遷移先が作成された> 

1 結果の場合、まず最初に［編集］を選択します。表示された画面で「結果タイトル」を入力してから［登録］ボタ

ンをクリックします。 

 

<編集を選んだ場合> 

ロケール 多言語に対応してます。多言語運用の場合はこのロケールを切り替えて、その

言語毎に内容（質問内容、コメント）を記述します。 

前の質問 前段での質問の内容が表示されています。 

回答 選択した回答が表示されています。 

結果タイトル 結果として表示する項目のタイトルを入力します。 

コメント この質問に関する説明を入力します。 

［登録］ボタン この質問を登録します。 
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2次に、［リンク編集］を選択します。ここでは、遷移先のページ情報を登録します。遷移先は、複数登録すること

ができ、アクセス権に応じて切り替えることができます。 

 

<リンク編集を選択する> 

結果タイトル 「編集」で登録した結果タイトルが表示されています。 

追加 リンク編集画面が表示され、新しいリンクを作成できます。 

表示順変更 リンク先の表示順を変更します。 

削除 リンクを削除します。 

編集 リンク情報を編集します。 

権限 このリンクの権限を設定します。 
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3 ［追加］をクリックすると、［リンク編集］画面が表示されます。ここでは、遷移先のページ情報を登録します。

遷移先は、複数登録することができ、アクセス権に応じて切り替えることができます。 

 

<リンク編集を選択する> 

ロケール 多言語に対応してます。多言語運用の場合はこのロケールを切り替えて、その

言語毎に内容（質問内容、コメント）を記述します。 

結果タイトル 登録した結果タイトルが表示されています。 

リンクタイトル イベントナビゲーションに表示されるタイトルを入力します。 

コメント このリンクに関する説明を入力します。 

URL 遷移先のURLを入力します。 

パラメータ（キー・値） リンク先に渡すパラメータを登録できます。 

［パラメータ登録］ボタン このボタンを押すと上記パラエータが登録されます。パラメータは複数登録する

ことができます。 

［登録］ボタン このリンクを登録します。 
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1.2.5 回答項目の移動とコピー 
回答項目をドラッグして移動することができます。 

 

<回答項目をドラッグして移動> 

回答項目を質問の上でドロップすることで移動またはコピーを選択することができます。 

 

<移動またはコピーを選択> 
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1.3 インポートとエクスポート 
このメニューでは、イベントフローをＸＭＬファイルにエクスポートしたり、逆にインポートすることが

できます。 

操作は、それぞれXMLファイルのパスを指定して、［インポート］あるいは［エクスポート］ボタンをク

リックします。 

 

<インポート・エクスポート画面> 
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